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や
し
て
い
る
。
保
育
園
の
待

機
児
童
解
消
は
市
が
責
任
を

果
た
す
べ
き
。
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
は
大
企
業
の

儲
け
を
狙
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
推

進
は
問
題
。
大
規
模
事
業
は

市
民
へ
の
過
度
な
負
担
が
な

い
よ
う
見
極
め
を
。
市
長
が

市
民
の
声
を
聞
い
て
い
る
が
、

政
策
に
反
映
す
る
仕
組
み
は

な
い
。
政
策
決
定
の
た
め
の

客
観
的
な
仕
組
み
が
必
要
。

議
案
第
71
号

反　
　
対

【
政
晴
会
】

　
基
準
単
価
の
適
用
は
任
意

で
あ
り
、
多
く
の
自
治
体
で

独
自
の
単
価
設
定
を
し
て
お

り
、
本
市
で
も
平
成
13
年
か

ら
20
年
ま
で
改
正
さ
れ
な
か

っ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、
改

正
し
な
い
こ
と
が
直
ち
に

「
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙

と
候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の

機
会
均
等
を
図
る
」
と
い
う

選
挙
公
営
制
度
の
趣
旨
に
反

し
な
い
こ
と
、
近
年
の
川
越

市
議
会
議
員
選
挙
で
の
公
費

負
担
状
況
や
昨
今
の
社
会
情

勢
等
に
鑑
み
て
も
、
特
段
の

議
論
を
行
わ
ず
に
上
程
さ
れ

た
こ
と
は
極
め
て
不
適
切
で

あ
る
。議

案
第
76
号

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
第
５

期
に
保
険
料
基
準
額
１
０
８

０
円
の
大
幅
値
上
げ
が
さ
れ
、

平
成
27
年
度
末
の
基
金
は
27

億
円
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
た
。

　
苦
し
い
生
活
実
態
の
中
で

の
急
激
な
保
険
料
増
額
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
た
。
今
回
、
さ
ら
に
基

金
積
立
金
に
５
億
７
千
万
円

を
回
す
の
で
は
な
く
、
取
り

過
ぎ
た
保
険
料
は
返
す
べ
き

も
の
。
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
な
ど
の
施
策
も
検
討
す
る

べ
き
。
も
っ
と
市
民
一
人
ひ

と
り
の
生
活
実
態
に
寄
り
添

い
、
耳
を
傾
け
る
べ
き
。

　
給
付
に
比
べ
保
険
料
が
高

く
、
相
当
の
保
険
料
に
引
き

下
げ
る
こ
と
が
必
要
。

　
　
　
　

自
由
民
主
党

吉　
敷　
賢
一
郎

南
古
谷
駅
周
辺
の
土
地
利
用
は３

や
ま
ぶ
き
会

小　
高　
浩　
行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性

２

維
持
管
理
の
困
難
も
予
想
さ

れ
る
。

　
今
後
も
、
生
活
排
水
の
流

入
抑
制
を
目
的
に
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
水
生
生
物
調

査
を
通
し
て
、
清
流
を
好
む

魚
が
多
く
泳
ぐ
環
境
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質問
新
河
岸
川
浄
化
対
策

質問
市
長
の
政
治
姿
勢

駅
北
口
開
設
や
駅
前
広
場
、

都
市
計
画
道
路
の
基
盤
整
備

等
と
あ
わ
せ
て
、
駅
徒
歩
圏

の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
土

地
利
用
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
区
域
区
分
を
所
管

す
る
埼
玉
県
等
の
関
係
機
関

と
協
議
を
行
う
な
ど
、
駅
周

辺
地
区
の
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問
水
害
時
の
避
難
所

質問
地
域
核
と
南
古
谷

識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
取

り
組
み
と
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
工
夫
を
講

じ
て
い
く
こ
と
が
、
在
宅
高

齢
者
の
日
常
生
活
支
援
等
の

一
翼
を
担
う
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
の
生
活
課
題
を
市

民
が
共
有
し
支
援
活
動
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
は
大
変

重
要
と
受
け
止
め
て
い
る
。

質問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

質問
外
国
語
（
英
語
）
教
育

問
柳
瀬
川
に
は
ア
ユ
が
遡
上

し
て
き
て
い
る
が
、
新
河
岸

川
の
浄
化
対
策
と
し
て
今
後

ア
ユ
の
す
め
る
川
に
は
で
き

な
い
か
。

答
環
境
部
長
　
新
河
岸
川
は
、

充
分
ア
ユ
が
す
め
る
水
質
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

定
着
す
る
た
め
に
は
、
川
底

が
石
と
な
っ
て
い
る
環
境
等

が
必
要
で
あ
り
、
土
の
川
底

へ
人
工
的
に
石
を
入
れ
る
大

規
模
な
工
事
が
必
要
で
あ
り
、

問
将
来
を
見
据
え
た
立
地
適

正
化
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
地
域
核
で
も

あ
る
南
古
谷
駅
周
辺
の
今
後

の
土
地
利
用
を
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
？

答
都
市
計
画
部
長
　
立
地
適

正
化
計
画
の
都
市
機
能
誘
導

区
域
の
位
置
付
け
に
は
、
駅

半
径
８
０
０
メ
ー
ト
ル
圏
内

の
市
街
化
調
整
区
域
を
含
め

な
い
形
で
検
討
し
て
い
る
。

南
古
谷
駅
の
北
側
地
区
は
、

問
在
宅
高
齢
者
の
日
常
生
活

支
援
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
及
び
子
育
て
支
援

な
ど
を
進
め
る
上
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
に
対
す

る
市
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

答
福
祉
部
長　
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
し
、
地
域
社

会
や
家
族
の
機
能
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
中
で
、
支
援

を
必
要
と
す
る
人
は
さ
ら
に

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
今
後
、
市
民
の
福
祉
意

無

所

属

小　
林　
　
　
薫

ア
ユ
の
す
め
る
新
河
岸
川

１

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

一
般
質
問
の
表
題

答
弁
者

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

図
書
館
等
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

11
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

２６


